乗船客アンケート
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（隠岐航路乗船客アンケート調査）

2.1 調査の概要

2.1.1 調査の設計

1 調査対象 
隠岐島内から乗船する隠岐汽船の乗船客※（高校生以上の者）


※調査期間中に2回以上利用する者は、2回目以降は調査対象外とする

2 調査方法
質問紙調査（自記式）

3 配布方法
隠岐島内各港（西郷港、菱浦港、別府港及び来居港）の発券窓口において、乗船券の購入時に窓口担当者が配布

4 回収方法
船内及び寄港地（本土側・隠岐側各港）に回収箱を設置し回収

5 調査期間
平成19年6月17日～6月23日（１週間）

2.1.2 調査項目

隠岐航路の利用目的に応じて調査対象を島民、観光レジャー客、ビジネス・帰省・その他の3つに分類し、次の項目について調査を行った。

表 2.1.2　調査項目

	分類
	調査項目

	島民
	· 居住地
· 過去1年間における隠岐航路の利用状況
· 今回の移動について（主な目的と目的地）
· 今回の移動における交通手段と移動経路（行き及び帰りの乗船地・出港時間帯・上陸地・船種・目的地まで（から）の主な交通手段）
· 島民と観光客の利便性についての優先度
· 現在の隠岐航路のダイヤについての満足度
· 隠岐・本土間のダイヤについて、最も望ましい出港時間

	観光・レジャー客
	· 今回の旅行について（目的地、目的、訪問回数、旅行日程、旅行人数、同行者、旅行地を決める際に参考とした主な情報、旅行地を決めた主な動機）

· 今回の移動における交通手段と移動経路（本土から隠岐までお交通手段行き及び帰りの乗船地・出港時間帯・上陸地・船種・目的地まで（から）の主な交通手段）
· 隠岐・本土間のダイヤについて、最も望ましい港、出港時間帯、出港時間

· 隠岐航路や隠岐島の観光について、全国の他の観光地と比べた場合の評価
· 今回の隠岐観光における満足度、再訪意向、再訪したいと思わせる観光地とするために必要なこと

	ビジネス・帰省・その他
	· 今回の移動について（目的地、日程、過去1年間における隠岐訪問回数）

· 今回の移動における交通手段と移動経路（本土から隠岐までお交通手段行き及び帰りの乗船地・出港時間帯・上陸地・船種・目的地まで（から）の主な交通手段）
· 隠岐・本土間のダイヤについて、最も望ましい港、出港時間帯、出港時間


2.1.3 回収結果

有効回収数は全体で1,474票であった。３分類別では、島民が587票（39.8％）と最も多く、以下、ビジネス・帰省その他449票（30.5%）、観光・レジャー客438票（29.7％）となっている。

ビジネス・帰省・その他のうち、ビジネス客の占める割合は6割以上となっている。
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表 2.1.3　回収数及び構成比
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なお、調査期間中における隠岐航路の利用客数（乗船客延べ数）は、6,328名であった。

したがって、乗船客延べ数に占める回答者の割合は、23.3%である。

2.1.4 報告書の見方

· 回答者数（n）は、当該設問における不明及び無回答を除いた有効票数である。
· 「SA」は選択肢の中からひとつだけを選んでもらう質問（単回答）、「MA」は選択肢の中から2つ以上を選んでもらう質問（複数回答）のことを指す。

· 回答率はすべて百分率（％）で表し、小数第二位を四捨五入し算出しているため、合計が100％を超える（又は下回る）場合がある。

· MA（複数回答）では、回答率の合計が100％を超える。

2.1.5 回答者の属性

（1） 性別

表 2.1.5‑1　性別
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（2） 年齢

表 2.1.5‑2　年齢
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（3） 居住地

表 2.1.5‑3　居住地
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九州地方251338

(5.8%)(2.9%)(2.6%)

その他213

(0.5%)(0.2%)(0.2%)

全体5874284411,456

(100.0%)(100.0%)(100.0%)(100.0%)






























（4） 主な職業

表 2.1.5‑4　主な職業
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2.2 調査結果の分析（島民）

2.2.1 居住地

島後（隠岐の島町）が半数強

問１
お住まいの町村はどこですか。
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図 2.2.1　居住町村

· 「隠岐の島町」が54.9％で最も高く、以下、「海士町」23.6％、「西ノ島町」18.2％、「知夫村」3.3％の順になっている。

· 島前（海士町、西ノ島町及び知夫村）と島後（隠岐の島町）の割合は、ほぼ半々である。

2.2.2 隠岐航路の利用状況

年間利用回数の平均は、本土・隠岐間が17.4回、島前・島後間が6.4回

問2
隠岐航路（フェリー・レインボー）の利用状況についてお尋ねします。


この1年間の利用回数をご記入ください。（片道を1回、往復を2回とします。）

表 2.2.2　隠岐航路の利用状況（平均）

	本土・隠岐間合計
	片道17.4回／年

	
	本土・隠岐間フェリー
	片道10.9回／年

	
	本土・隠岐間レインボー
	片道8.4回／年

	島前・島後間合計
	片道6.4回／年


図 2.2.2　隠岐航路の利用状況（頻度別）
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【隠岐・本土間】

· フェリーとレインボーとを合わせた利用回数の平均は、片道17.4回／年である。頻度別にみると、「10～19回」が27.5％、「5～9回」が23.5％であり、年間5～19回の利用者が全体の約半数を占めている。

· フェリーの利用回数の平均は片道10.9回／年となっている。頻度別では「5回未満」が37.6％と最も高く、以下、「5～9回」が24.1％、「10～19回」が21.1％の順になっている。

· レインボーについては、利用回数の平均が片道8.4回／年と、フェリーを若干下回いる。頻度別では「5回未満」の割合が最も高く、フェリーと同様の傾向を示している。

【島前・島後間】

· 年間利用回数の平均は片道6.4回であり、隠岐・本土間の利用回数と比べて少ない。頻度別では「5回未満」が7割弱を占めており、以下、「5～9回」、「10～19回」の順になっている。

· 20回以上往復する人は、全体の1割未満である。

2.2.3 今回の移動の目的及び主な目的地

移動の目的は「ビジネス」が37.8％、主な目的地は「松江市」が60.8％

問３
今回の隠岐航路の利用についてお尋ねします。

問３-１
今回の隠岐航路利用の主な目的と目的地をそれぞれ1つ選んでください。

図 2.2.3‑1　目的
図 2.2.3‑2　目的地
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【目的】

· 「ビジネス」が37.8％で最も高く、次いで「通院」が17.3％、「社交・教養・娯楽」が13.5％、「知人・親類宅訪問」が11.7％となっている。

· 「買い物」の割合は5.5％と、他の項目に比べて低い結果となっている。

【目的地】

· 「松江市」が60.8％で最も高く、近隣の出雲市、境港市及び米子市と合わせると7割を超えており、島外の主な目的地は宍道湖・中海圏域に集中していることがわかる。なお、「隠岐島内」は16.3％である。

2.2.4 今回の移動における交通手段と移動経路（行き）

上陸地から目的地までの交通手段は「連絡バス」が37.9％、「自家用車」が33.0％

問３-２
今回の移動について、交通手段と移動経路をお答えください。（行き）
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図 2.2.4‑1　乗船地
図 2.2.4‑2　出港時間帯
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図 2.2.4‑3　上陸地
図 2.2.4‑4　船種

[image: image35.emf]七類

52.7%

境港

26.7%

どちらでも

よい

20.5%

【n=258/SA】

[image: image36.emf]来居

0.9%

西郷

54.7%

菱浦

25.8%

別府

18.6%

【n=565/SA】


図 2.2.4‑5　上陸地から目的地までの主な交通手段
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【乗船地】

· 「西郷」が54.7％で最も高く、以下「菱浦」が25.8％、「別府」が18.6％、「来居」が0.9％の順になっている。

· 問１の居住地とほぼ同様の結果を示している。

【出港時間帯】

· 「朝（～10時）」が59.6％で最も高く、次いで「昼（10～15時）」が17.3％、「夕（15時～）」が23.1％となっており、6割弱が朝に集中している。

【上陸地】

· 「境港」が45.5％で最も高く、以下、「七類」が33.5％、「西郷」が7.3％、「菱浦」が7.0％、「別府」が5.3％、「来居」が1.5％の順になっており、本土側が8割弱を占めている。

· 本土側の上陸地について「境港」が「七類」を上回っているのは、隠岐を朝（～10時）に出港するフェリー（西郷8:30発「しらしま」）とレインボー（別府8:00発）が、いずれも境港着であることによるものと考えられる。

【船種】

· 「フェリー」が53.8％、「レインボー」が46.2％となっている。

【上陸地から目的地までの主な交通手段】

· 「連絡バス」を選択した人の割合が37.9％と最も高く、以下、「自家用車」33.0％、「送迎（自家用車）」16.0％の順になっている。

2.2.5 今回の移動における交通手段と移動経路（帰り）

上陸時間帯は「夕（15時～）」が56.4％、乗船地までの交通手段は「自家用車」が43.3％

問３-２
今回の移動について、交通手段と移動経路をお答えください。（帰り）

図 2.2.5‑1　乗船地
図 2.2.5‑2　上陸地
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図 2.2.5‑3　上陸時間帯
図 2.2.5‑4　船種
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図 2.2.5‑5　目的地から乗船地までの主な交通手段
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【乗船地】

· 「七類」が53.5％で最も高く、以下、「境港」が25.8％、「西郷」が7.2％、「別府」が10.4％、「西郷」が7.2％、「菱浦」が2.9％、「来居」が0.2％の順になっている。

· 本土側の乗船地について「七類」が「境港」を上回っているのは、行きの場合と同様に、ダイヤ編成上の理由（帰りの出航時間帯として最も割合の高い「夕（15時～）」に本土を出航するのは七類16:50発レインボーのみ）によるものと考えられる。

· また、隠岐側の乗船地として「別府」が「菱浦」を上回っているのは、「夕（15時～）」に島前から島後又は本土に向けて出航する便数について、「別府」が2便あるのに対し、「菱浦」は1便しかないことによるものと考えられる。

【上陸地】

· 「西郷」が54.9％で最も高く、以下「別府」が26.8％、「菱浦」が17.2％、「来居」が1.1％の順になっている。

· 行きとは逆に「別府」が「菱浦」を上回っているのは、本土又は島後を出航して「夕（15時～）」に島前に到着する便数について、「別府」発が2便あるのに対し、「菱浦」発は1便しかないことによるものと考えられる。

【上陸時間帯】

· 「夕（15時～）」が56.4％で最も高く、次いで「昼（10～15時）」が31.3％、「朝（～10時）」が12.3％となっている。

【船種】

· 「フェリー」が59.0％、「レインボー」が41.0％となっている。

【上陸地から目的地までの主な交通手段】

· 「自家用車」を選択した人の割合が43.3％と最も高く、以下、「連絡バス」27.9％、「送迎（自家用車）」15.7％の順になっており、行きの場合と比べて「自家用車」の割合が高い。

2.2.6 島民と観光客の利便性についての優先度

「島民の利便性を優先すべき」が6割弱

問４
隠岐航路は、「島民や観光客などの移動」と「本土からの生活物資の輸送」の役割を担っています。今後は、限られた便数で最も望ましいダイヤ編成を行っていく必要がありますが、あなたは、隠岐航路のダイヤは、島民の利便性と観光客の利便性について、どちらをどの程度優先すべきだと思いますか。

図 2.2.6　島民と観光客の利便性についての優先度
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· 「島民をやや優先」が25.7％、「島民を非常に優先」と「島民をかなり優先」が16.3％となっており、島民を優先すべきと考える人の割合が全体の6割弱を占める結果となっている。

· 観光客を優先すべきと考える人の割合は、合わせて約12％となっており、島民を優先すべきとする人に比べて少ない。

2.2.7 現在の隠岐航路のダイヤについての満足度

現行のダイヤに満足している人の割合は、隠岐・本土間が約4割、島前・島後間が3割弱

問５
あなたは、現在の隠岐航路のダイヤについて、どう思っていますか。

図 2.2.7　現在の隠岐航路のダイヤについての満足度
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· 隠岐・本土間については、「満足している」と「まあ満足している」の合計、「あまり満足していない」と「満足していない」の合計がそれぞれ約4割、「どちらともいえない」が約2割となっている。

· 島前・島後間については、「満足している」と「まあ満足している」の合計が3割弱にとどまり、隠岐・本土間と比べて若干低くなっているが、「あまり満足していない」と「満足していない」の合計は、隠岐・本土間と同水準の約4割となっている。

2.2.8 隠岐・本土間のダイヤについて、最も望ましい出港時間

9時までに隠岐を出港し、夕方以降に本土を出港するダイヤが望ましい

問６
隠岐・本土間のダイヤについて、最も望ましいと思われる出港時間帯は何時ですか。

図 2.2.8‑1　居住地の港からの出港時間
図 2.2.8‑2　本土港からの出港時間
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【居住地の港からの出港時間】

· 「8時以前」が28.5％、「8時～」が36.9％、「9時～」が16.1％となっており、8割以上が10時までの朝方の時間帯を希望している。

· 日中の「11～15時」が望ましいとする人は1.0％と少ない。また、15時以降の夕から夜にかけての時間帯を希望する人は、1割強となっている。

【本土港からの出港時間】

· 15時以降の時間帯が望ましいとする人が半数以上を占めている。特に、「17時～」が19.3％、「18時以降」が23.8％で、高い割合となっている。

· 10時までの午前中の時間帯が望ましいとする人は、合わせて34.9％となっている。

2.2.9 自由意見
■ご意見記入欄

隠岐航路に対する意見などどのようなことでもかまいません、ご自由に記入してください。

表 2.2.9　自由意見の意見数（分類別件数）

	意見分類
	意見数

（件）
	合計（延べ数）に

対する割合

	１．運賃について
	65
	18.4%

	２．ダイヤ・寄港地について
	147
	41.6%

	３．サービス面について
	127
	36.0%

	４．その他の意見・感想等（分類不能のものを含む）
	14
	4.0%

	合計（延べ数）
	353
	―


意見概要

（1） 運賃について（65件）

◯
運賃の値下げ（25件）

◯
割引運賃の拡充（17件）

◯
車両航送料金の値下げ（16件）

◯
レインボーの運賃設定の見直し（7件）

（2） ダイヤ・寄港地について（147件）

◯
本土側寄港地の見直し（38件）

· 七類に一本化（14件）

· 七類又は境港のどちらかに一本化（11件）

· レインボーを七類に一本化（6件）

· 境港に一本化（6件）

◯
現行ダイヤより早発又は遅着に（31件）

◯
日帰りを可能に（18件）

◯
隠岐側寄港地の見直し（13件）

◯
増便（10件）

◯
その他、ダイヤに関する意見（10件）

◯
夜行便の設定（8件）

◯
直行便の設定（6件）

◯
レインボーの出航後にフェリーを運航（6件）

◯
現状のダイヤ・寄港地の維持（4件）

◯
停泊時間・港の見直し（3件）

（3）  サービス面について（127件）

◯
船内設備の充実・改善（25件）

◯
接遇や勤務態度の改善（22件）

◯
港からの接続改善・道路整備（18件）

◯
座席種別の見直し・席割りの徹底（17件）

◯
港の整備（駐車場・ターミナル等）（15件）

◯
励まし・褒詞等（13件）

◯
更なる合理化・経営努力（6件）

◯
乗船券の販売・決済方法の多様化（4件）

◯
情報提供の充実（4件）

◯
乗船客のマナー改善（3件）

· 「ダイヤ・寄港地について」の意見が147件と最も多い。内訳としては、多い順に「本土側寄港地の見直し」が38件、「現行ダイヤより早発又は遅着に」が31件、「日帰りを可能に」が18件、「隠岐側寄港地の見直し」が13件他となっている。

· 「サービス面について」の意見は127件で、「船内設備の充実・改善」（25件）、「接遇や勤務態度の改善」（22件）を望む声が多い。

· 「運賃について」の意見は65件で、「運賃の値下げ」が25件、「割引運賃の拡充」が17件、「車両航送料金の値下げ」が16件、「レインボーの運賃設定の見直し」が7件となっている。
2.3 調査結果の分析（観光・レジャー客）

2.3.1 今回の旅行について

問１
今回の旅行についてお尋ねします。


（旅行の目的地、旅行の目的、隠岐への訪問回数、旅行日程と隠岐宿泊数、旅行人数、同行者、旅行地を決める際に参考とした主な情報、旅行地を決めた主な動機）

（1） 旅行の目的地

約4分の3が島後（隠岐の島町）を訪問、島前と島後の両方を訪問した人は3割弱

図 2.3.1‑1　旅行の目的地（町村別）
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図 2.3.1‑2　旅行の目的地（島前・島後別）
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[image: image43.emf]七類
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図 2.3.1‑3　旅行の目的地（三分類）

· 町村別では「隠岐の島町」が74.5％で最も高く、以下、「西ノ島町」40.2％、「海士町」31.2％、「知夫村」19.6％の順になっている。

· 島前・島後別では、島後を訪れた人が74.5％であるのに対し、島前を訪れた人は54.1％とどまっている。

· 三分類別では、「島後のみ」が45.9％、「島後と島前の両方」が28.6％、「島前のみ」が25.5％となっている。

（2） 旅行の目的

主な目的は「景勝地巡り」と「史跡巡り」

図 2.3.1‑4　旅行の目的
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· 「景勝地巡り」が57.5％で最も高く、以下、「史跡巡り」が41.2％、「釣り」が21.7％となっている。「スポーツ」については、調査期間中（6/17）に開催された「第2回隠岐の島ウルトラマラソン」の参加者が含まれている。

（3） 隠岐への訪問回数

初めて訪れた人は63.2％、「5回以上」のリピーターは21.1％
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図 2.3.1‑5　隠岐への訪問回数

· 「1回目」が63.2％で最も高く、次いで「2回目」が9.5％、「3回目」が4.3％となっており、訪問回数2回以下が約4分の3を占めている。

· 一方で、「5回以上」訪れたことのあるリピーターの割合は21.1％となっている。

（4） 旅行日程と隠岐宿泊数

旅行日程は1泊又は2泊、隠岐での平均宿泊日数は1.6日
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図 2.3.1‑6　旅行日程

· 「2泊3日」が47.5％、「1泊2日」が41.4％となっており、この2つで全体の約9割を占めている。「日帰り」は1.5％と少ない。

· なお、隠岐島内での平均宿泊日数（【n=140/SA】）は、1.6日である。

（5） 旅行人数及び同行者

人数は2～5人の小グループ又は11人以上の団体、同行者は「友人・知人」の割合が高い

図 2.3.1‑7　旅行人数（自分も含めて）
図 2.3.1‑8　同行者
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【旅行人数】

· 「2～3人」が25.8％と最も高く、以下、「11～29人」25.6％、「30人以上」15.0％、「4～5人」13.8％、「6～10人」13.5％、「1人」6.3％の順になっている。大きく分けると、2～5人の小グループと、11人以上の団体客がそれぞれ約4割、6～10人のグループ客が13.5％、残りの6.3％が個人客である。

【旅行人数】

· 割合が最も高いのは「友人・知人」で、33.4％となっている。以下は、「旅行会社などの募集団体」が20.3%、「夫婦」が19.0％、「家族」が10.8％、「職場・学校などの団体」が9.0％、「自分ひとり」が6.9％、「その他」が0.5％の順になっている。
（6） 旅行地（隠岐）を決める際に参考とした主な情報

「家族・友人・知人の紹介」が、34.4％、「観光案内所の紹介」が19.6％
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図 2.3.1‑9　参考にした主な情報

· 「家族・友人・知人の紹介」が34.4％で最も高く、以下、「観光案内所の紹介」が19.6％、「ポスター・新聞・雑誌」が10.6％となっている。

（7） 旅行地（隠岐）を決めた主な動機

「訪れたことがなかったから」が44.7％

[image: image49.emf]5回以上

21.1%

4回目

2.0%

3回目

4.3%

2回目

9.5%

1回目

63.2%

【n=399/SA】

図 2.3.1‑10　主な動機

· 「訪れたことがなかったから」が44.7％となっており、2位以下は、「家族・友人・知人に誘われて」が17.7％、「その他」が11.0％「大会開催地だから」が10.4％、「過去の印象」が9.8％、「イメージにひかれて」が6.5％の順になっている。

· 「大会開催地だから」には、前述の「第2回隠岐の島ウルトラマラソン」の参加者が含まれていると考えられる。

2.3.2 交通手段と移動経路（行き）

乗船地までの交通手段は「自家用車」が43.7％、「貸切バス」が32.3％

問２
交通手段と移動経路などについて、お尋ねします。

問２-１
今回の隠岐観光の交通手段と移動経路をお答えください。（行き）


なお、隠岐までの交通手段が飛行機の場合は、帰りのみお答えください。

図 2.3.2‑1　本土から隠岐までの交通手段
図 2.3.2‑2　乗船地
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図 2.3.2‑3　乗船地までの主な交通手段
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図 2.3.2‑4　出港時間帯
図 2.3.2‑5　上陸地
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図 2.3.2‑6　船種
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【本土から隠岐までの交通手段】

· 「船」が83.8％、「飛行機（隠岐空港利用）」が16.2％となっている。

【乗船地】

· 「七類」が60.8％となり、「境港」（39.2％）を約20ポイント上回っている。

【上陸地から目的地までの主な交通手段】

· 「自家用車」を選択した人の割合が43.7％と最も高く、「貸切バス」が32.3％で続いている。「連絡バス」は7.6％にとどまり、島民（37.9％）の場合と比べて低い。

【出港時間帯】

· 「朝（～10時）」が58.8％で最も高く、次いで「昼（10～15時）」が30.7％、「夕（15時～）」が10.5％となっており、島民の場合と同様に、6割弱が朝に集中している。

【上陸地】

· 「西郷」が56.8％で最も高く、以下、「別府」が24.3％、「来居」が15.9％、「菱浦」が3.0％の順になっている。

· 島民の場合に比べて「来居」が多いのは、旅行目的の2割強を占める「釣り客」によるものと考えられる。

【船種】

· 「フェリー」が66.1％、「レインボー」が33.9％となっている。

2.3.3 交通手段と移動経路（帰り）

最終乗船地は「西郷」が44.6％で「別府」が35.9％、上陸時間帯は「夕」が44.7％

問２-１
今回の隠岐観光の交通手段と移動経路をお答えください。（帰り）

図 2.3.3‑1　乗船地（最終）
図 2.3.3‑2　上陸地

[image: image54.emf]島後のみ

56.3%

島前のみ

25.1%

島後と島

前の両方

18.7%

【n=423/SA】

[image: image55.emf]来居

15.9%

西郷

56.8%

菱浦

3.0%

別府

24.3%

【n=296/SA】


図 2.3.3‑3　上陸時間帯
図 2.3.3‑4　船種
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図 2.3.3‑5　上陸地からの主な交通手段
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【乗船地】

· 「西郷」が44.6％で最も高く、以下、「別府」が35.9％、「菱浦」が14.5％、「来居」が4.9％の順になっている。

· 行きの場合と比べて、「別府」及び「菱浦」の2港については割合が高くなっているが、「西郷」と「来居」は逆に低くなっている。

【上陸地】

· 「七類」が71.8％、「境港」が28.2％となっている。

【上陸時間帯】

· 「夕（15時～）」が44.7％で最も高く、次いで「昼（10～15時）」が37.5％、「朝（～10時）」が17.8％となっている。

【船種】

· 「フェリー」が73.6％、「レインボー」が26.4％となっている。

【上陸地から目的地までの主な交通手段】

· 「自家用車」を選択した人の割合が36.2％と最も高く、次いで「貸切バス」が28.6％となっている。他の交通手段については、「飛行機」の割合が13.8％と高くなっているのを除き、行きの場合と概ね同じ割合となっている。

2.3.4 最も望ましい港・出港時間帯・出港時間（行き）

乗船地は「七類」が45.0％、出港時間帯は「朝（～10時）」が68.4％

問２-２
あなたにとって、最も望ましい港・時間帯・時間はどれですか。（行き）

図 2.3.4‑1　乗船地
図 2.3.4‑2　出港時間帯
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図 2.3.4‑3　出港時間
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【乗船地】

· 「七類」が45.0％となり、「境港」（30.1％）を約15ポイント上回っている。

· 「どちらでもよい」は24.9％となっている。

【出港時間帯】

· 「朝（～10時）」が68.4％で最も高く、次いで「昼（10～15時）」が25.7％となっている。「夕（15時～）」の割合は5.9％と少ない。

【出港時間】

· 島民の場合と比較すると、昼（10～15時）の時間帯を希望する割合が高くなっている。逆に、朝（～10時）と夕（15時～）については低くなっている。

2.3.5 最も望ましい港・出港時間帯・出港時間（帰り）

上陸地は「七類」が52.7％、上陸時間帯は「夕（15時～）」が50.0％

問２-２
あなたにとって、最も望ましい港・時間帯・時間はどれですか。（帰り）

図 2.3.5‑1　上陸地
図 2.3.5‑2　上陸時間帯
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図 2.3.5‑3　上陸時間
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【上陸地】

· 「七類」が52.7％で、乗船地と同様に「境港」（26.7％）を上回っている。

· 「どちらでもよい」は20.5％となっている。

【上陸時間帯】

· 「夕（15時～）」が50.0％で最も高く、以下、「昼（10～15時）」が38.5％、「朝（～10時）」が11.5％となっている。

【上陸時間】

· 島民の場合と同様に、「夕（15時～）」の時間帯を希望する割合が最も高く、次いで「昼（10～15時）」、「朝（～10時）」の順になっている。

2.3.6 隠岐航路についての評価

「隠岐・本土間」、「島前・島後間」の交通アクセスについての評価は高くない

問３
隠岐航路や隠岐島の観光について、全国の他の観光地と比べて、どのように思いますか。

問３-１
隠岐航路などについて

図 2.3.6　隠岐航路についての評価
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· 比較的に評価の高い項目は、「旅客ターミナル施設」、「旅客ターミナルの対応」、「船内施設」であり、「充実している」と「やや充実している」の合計がいずれも5割を超えている。また、これらの項目は、「あまり充実していない」と「充実していない」の合計が、いずれも8％台～10％台前半と低い。

· 逆に、評価の高くない項目は、「隠岐・本土間の交通アクセス」、「島前・島後間の交通アクセス」、「隠岐島内の陸上交通」であり、「あまり充実していない」と「充実していない」の合計が、いずれも20％を超えている。

· 「船内サービス、船員の接客対応」については、「どちらともいえない」が4割強を占めているものの、「充実している」と「やや充実している」の合計がいずれも5割弱となっており、評価は比較的高い。

2.3.7 観光資源についての評価

「充実している」と「やや充実している」の合計は6割超、島後よりも島前の評価が高い

問３-２
観光資源について

図 2.3.7　観光資源についての評価
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· 島前・島後とも、「充実している」と「やや充実している」の合計が6割を超えている。

· 島前と島後を比較した場合、島前の評価が高い。

2.3.8 観光客の受け入れ体制についての評価

「昼食、土産販売施設の受け入れ体制」が充実していない

問３-３
観光客の受け入れ体制について

図 2.3.8　観光客の受け入れ体制についての評価
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· 「隠岐島全体としてのもてなし、サービス」については、「充実している」と「やや充実している」の合計が6割弱、「あまり充実していない」と「充実していない」の合計が10％未満となっており、評価が高い。

· 一方、「昼食、土産販売施設の受け入れ体制」については、「あまり充実していない」が24.9％と評価が低い。

2.3.9 隠岐の観光についての満足度

「自然景観や史跡」、「自然環境」の満足度が高く、「交通アクセス」、「旅行費用」は低い

問４
今回の隠岐観光はいかがでしたか。感想や意見をお聞かせください

問４-１
隠岐旅行のそれぞれの項目について、１～５のどれか1つを○で囲んでください。

図 2.3.9　隠岐の観光についての満足度
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· 「自然景観や史跡」、「自然環境（空、水、緑等）」については、「満足している」と「まあ満足している」の合計が8割を超えており、満足度が非常に高い。他の個別項目で、満足度が比較的高いものは「島独特ののんびりした時間の流れ」、「食事（海鮮料理、郷土料理等）」、「隠岐島民のもてなし、サービス」、「宿泊施設等のもてなし、サービス」となっている。

· 逆に「隠岐までの交通アクセス全般」と「旅行にかかった費用」については、「満足している」と「まあ満足している」の合計が4割台にとどまり、「あまり満足していない」と「満足していない」の合計が約2割にのぼっており、不満思う人の割合が高くなっている。

· 「隠岐観光全般」については、21.9％が「満足している」、43.8％が「まあ満足している」と回答しており、全体的な満足度は高い方であると言える。

2.3.10 隠岐観光全般の満足度に影響を及ぼしているもの

「自然景観や史跡」、「自然環境」、「食事」を挙げる人の割合が高い

問４-２
上記の①から⑨の項目の中で、隠岐観光全般の満足度に影響を及ぼしているものは何だと思いますか。影響の大きい順に３つ選んで、①～⑨の番号を記入してください。

図 2.3.10　隠岐観光全般の満足度に影響を及ぼしているもの
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· 1位の割合が最も高いのは「自然景観や史跡」で、半数近く（48.9％）が1位に挙げている。他の項目では、「自然環境（空、水、緑など）」が11.9％、「隠岐までの交通アクセス全般」が11.1％となっている。

· 2位の割合が最も高いのは「自然環境（空、水、緑など）」で、32.0％となっている。他の項目では、「食事（海鮮料理や郷土料理など）」が17.8％、「島独特ののんびりした時間の流れ」が13.3％となっている。なお、「食事（海鮮料理や郷土料理など）」と「島独特ののんびりした時間の流れ」については、3位に挙げた人の割合が、それぞれ23.4％、16.6％と高い。

· 1位から3位のいずれかに挙げた人の割合については、高い順に「自然景観や史跡」、「自然環境（空、水、緑など）」、「食事（海鮮料理や郷土料理など）」、「島独特ののんびりした時間の流れ」となっている。

2.3.11 再訪の意向、「再訪したい」と思わせる観光地とするために必要なこと

再訪意向のある人の割合は7割強

問４-３
あなたは、再び隠岐を訪れたいと思いますか。

図 2.3.11　再訪の意向
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· 「そう思う」が41.0％、「まあそう思う」が30.7％となっており、あわせて7割強の人が再訪の意向を持っている。

問４-４
上記の質問で４又は５と回答された方にお尋ねします。「再訪したい」と思わせる観光地とするためには、どんなことが必要だと思いますか、お考えを記入してください。

主な意見

· 交通手段（フェリー）の運航ダイヤは不満足。非常に悪い。利用者のことを全く考えていない。いわば最低。

· フェリー・レインボーともに、運賃が高い。まだ運賃を下げればいいと思う。隠岐に着いてからのアクセスがダメ！！

· フェリー内で食事ができること。

· 宿泊施設の充実。他の観光地と比較して、まだまだ不十分である。

· 海鮮物の料理、とれたてのサザエやアワビ。

· 釣り船とのタイアップ（釣った魚を食べる）。

· 食事を期待したけれど、あまり良くなかった。。

2.3.12 自由意見
■ご意見記入欄

観光客を増やすためのアイデアや隠岐航路に対する意見など、どのようなことでもかまいません。

ご自由に記入してください。

表 2.3.12　自由意見の意見数（分類別件数）

	意見分類
	意見数

（件）
	合計（延べ数）に

対する割合

	１．隠岐航路について
	52
	43.3%

	２．観光資源について
	17
	14.0%

	３．観光客の受け入れ体制について
	46
	38.0%

	４．その他の意見・感想等（分類不能のものを含む）
	15
	12.4%

	合計（延べ数）
	121
	―


意見概要

（1） 隠岐航路について（52件）

◯
本土側港から（まで）の接続改善、島内二次交通の充実（12件）

◯
運賃・車両航送料金の値下げ（9件）

◯
ダイヤの改善（8件）

◯
増便（8件）

◯
寄港地の見直し（6件）

◯
サービス（船内設備・備遇等）の充実・改善（6件）

◯
船内設備・接遇に関する褒詞（3件）

（2） 観光資源について（17件）

○
自然を大切に守ってほしい（7件）

○
観光資源の開発・整備（5件）

○
自然景観が素晴らしい（5件）
（3）  サービス面について（46件）

◯
観光案内の充実・積極的な情報発信（15件）

○
もてなし・サービスに対する褒詞（8件）

○
宿泊施設・飲食店の充実（8件）

○
特産品の開発・イベントの実施（7件）

○
売店・土産物店の充実（4件）

○
島民のもてなし・サービス、マナーの改善（4件）

· 「隠岐航路について」の意見が52件と最も多い。内訳としては、多い順に「本土側港から（まで）の接続改善、島内二次交通の充実」が12件、「運賃・車両航送料金の値下げ」が9件、「ダイヤの改善」と「増便」が8件となっている。

· 「サービス面について」の意見も46件にのぼっており、内訳としては、多い順に「観光案内の充実・積極的な情報発信」が15件、「もてなし・サービスに対する褒詞」と「飲食施設・飲食店の充実」が8件となっている。

2.4 調査結果の分析（ビジネス・帰省その他）

2.4.1 今回の移動と過去一年間の訪問回数について

問１
今回の移動と過去一年間の訪問回数についてお尋ねします。

（1） 移動の目的地

島後（隠岐の島町）のみが56.3％、島後と島前の両方が18.7％

図 2.4.1‑1　移動の目的地（町村別）
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図 2.4.1‑2　移動の目的地（島前・島後別）
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図 2.4.1‑3　移動の目的地（三分類）

· [image: image64.emf]船
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町村別では「隠岐の島町」が74.9％で最も高く、以下、「海士町」29.8％、「西ノ島町」27.7％、「知夫村」5.9％の順になっている。

· 島前・島後別では、島後を訪れた人が74.9％であるのに対し、島前を訪れた人は43.7％とどまっている。なお、観光・レジャー客の場合と比較して、島前を訪れた人の割合は小さくなっている。

· 三分類別では、「島後のみ」が56.3％、「島前のみ」が25.1％、「島後と島前の両方」が18.7％となっており、観光・レジャー客の場合と比較して、「島後のみ」の割合が高く、「島前と島後の両方」の割合が低くなっている。

（2） 移動日程と隠岐宿泊数

移動日程は日帰りが約2割、1～2泊が約6割、隠岐での平均宿泊日数は2.4日
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図 2.4.1‑4　移動日程

· 「1泊2日」が37.7％、「2泊3日」が22.7％となっており、この2つで全体の約6割を占めている。また、「5泊6日以上」の長期滞在者の割合が8.2％となっている。

· 「日帰り」は20.6％となっており、観光・レジャー客の場合と比べて高くなっている

· なお、隠岐島内での平均宿泊日数（【n=188/SA】）は、2.4日である。

（3） 隠岐への訪問回数

「5回以上」が38.5％
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図 2.4.1‑5　隠岐への訪問回数

· 「5回以上」が38.5％で最も高く、次いで「1回」が25.2％、「2回」と「3回」が15.2％となっている。

2.4.2 交通手段と移動経路（行き）

乗船地までの交通手段は「自家用車」が52.8％、出港時間帯は「朝（～10時）」が74.4％

問２
交通手段と移動経路などについて、お尋ねします。

問２-１
今回の隠岐・本土間の移動について、交通手段と移動経路をお答えください。（行き）


なお、隠岐までの交通手段が飛行機の場合は、帰りのみお答えください。

図 2.4.2‑1　本土から隠岐までの交通手段
図 2.4.2‑2　乗船地
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図 2.4.2‑3　乗船地までの主な交通手段

[image: image25.emf] 52.8%

5.1%

 31.0%

5.6%

5.6%

1.5%

1.2%

2.9%

0.7%

0.7%

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%

自家用車

送迎(自家用車)

社用車

連絡バス

ＪＲ

タクシー

飛行機

高速バス

貸切バス

その他

【n=413/MA】


[image: image69.emf]昼(10～15

時)

30.1%

夕

(15時～)

58.1%

朝

(～10時)

11.8%

【n=415/SA】

[image: image70.emf]レイン

ボー

29.6%

フェリー

70.4%

【n=409/SA】

図 2.4.2‑4　出港時間帯
図 2.4.2‑5　上陸地

図 2.4.2‑6　船種
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【本土から隠岐までの交通手段】

· 「船」が97.2％で大部分を占めており、「飛行機（隠岐空港利用）」は2.8％にとどまっている。

【乗船地】

· 「七類」が81.4％で「境港」（18.6％）を大きく上回っているが、これはダイヤ編成上の理由（「朝（～10時）」に本土を出港するのは七類発のフェリー2便のみ）によるものと考えられる。

【乗船地までの主な交通手段】

· 「自家用車」が52.8％、「社用車」が31.0％となっており、この2つの割合が圧倒的に高い。

【出港時間帯】

· 島民や観光・レジャー客と同様に、「朝（～10時）」に集中している。

【上陸地】

· 「西郷」が72.6％で最も高く、以下、「別府」が14.2％、「菱浦」が11.4％、「来居」が1.7％の順になっている。

【船種】

· 「フェリー」が80.8％、「レインボー」が19.2％となっている。

2.4.3 交通手段と移動経路（帰り）

最終乗船地は「西郷」が63.3％、上陸時間帯は「夕」が58.1％

問２-１
今回の隠岐・本土間の移動について、交通手段と移動経路をお答えください。（帰り）

図 2.4.3‑1　乗船地（最終）
図 2.4.3‑2　上陸地
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図 2.4.3‑3　上陸時間帯
図 2.4.3‑4　船種

[image: image73.emf]夕

(15時～)

6.6%

昼(10～15

時)

13.4%

朝

(～10時)

80.0%

【n=395/SA】

[image: image74.emf]8時以前

15.1%

8時～

29.9%

9時～

32.4%

10時～

8.0%

11時～

2.5%

12時～

2.5%

13時～

2.0%

15時以降

6.3%

14時～

1.3%

【n=398/SA】


図 2.4.3‑5　上陸地からの主な交通手段
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【乗船地】

· 「西郷」が63.3％で最も高く、以下、「別府」が21.7％、「菱浦」が14.7％の順になっており、「来居」は0.2％と低い。

【上陸地】

· 「七類」が74.0％、「境港」が26.0％となっている。これは、行きの場合と同様に、現行のダイヤ編成（「夕（15時～）」に本土に到着するのは七類着のフェリー2便のみ）が大きく影響しているものと考えられる。

【上陸時間帯】

· 「夕（15時～）」が58.1％で最も高く、「昼（10～15時）」は30.1％、「朝（～10時）」は11.8％となっている。

【船種】

· 「フェリー」が70.4％、「レインボー」が29.6％となっている。

【上陸地から目的地までの主な交通手段】

· 「自家用車」を選択した人の割合が48.0％と最も高く、次いで「社用車」が29.9％となっており、行きの場合と同様に、この2つの割合が高い。
· 他の交通手段では、「連絡バス」が10.4％となっており、行きの場合と比べて高い。

2.4.4 最も望ましい港・出港時間帯・出港時間（行き）

乗船地は「七類」が59.2％、出港時間帯は「朝（～10時）」が8割

問２-２
あなたにとって、最も望ましい港・時間帯・時間はどれですか。（行き）

図 2.4.4‑1　乗船地
図 2.4.4‑2　出港時間帯
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図 2.4.4‑3　出港時間

[image: image78.emf]その他

1.0%

近畿地方

4.0%

その他島

根県

3.1%

その他の

中国地方

1.0%

隠岐島内

16.3%

関東地方

3.3%

出雲市

2.1%

境港市

2.3%

米子市

6.1%

松江市

60.8%

【n=479/SA】


【乗船地】

· 「七類」が59.2％となり、「境港」（22.3％）を大きく上回っている。

· 「どちらでもよい」は18.5％となっている。

【出港時間帯】

· 「朝（～10時）」が80.0％で最も高く、以下、「昼（10～15時）」が13.4％、「夕（15時～）」が6.6％となっている。

【出港時間】

· 「朝（10時～）」の割合が高いのは島民及び観光・レジャー客の場合と同様であるが、特に「9時～」の占める割合が32.4％と高くなっている。

2.4.5 最も望ましい港・出港時間帯・出港時間（帰り）

上陸地は「七類」が62.0％、上陸時間帯は「夕（15時～）」が67.9％

問２-２
あなたにとって、最も望ましい港・時間帯・時間はどれですか。（帰り）

図 2.4.5‑1　上陸地
図 2.4.5‑2　上陸時間帯


図 2.4.5‑3　上陸時間


【上陸地】

· 「七類」が62.0％で、乗船地と同様に「境港」（20.4％）を大きく上回っている。

· 「どちらでもよい」は17.5％となっている。

【上陸時間帯】

· 「夕（15時～）」が67.9％で最も高く、以下、「昼（10～15時）」が21.7％、「朝（～10時）」が10.4％となっている。

【上陸時間】

· 島民及び観光・レジャー客の場合と同様に、「夕（15時～）」の時間帯を希望する割合が高く、「18時以降」（26.6％）と「17時～」（26.3％）の合計が半数以上を占めている。

2.4.6 自由意見
■ご意見記入欄

隠岐航路に対する意見など、どのようなことでもかまいません。ご自由に記入してください。

表 2.4.6　自由意見の意見数（分類別件数）

	意見分類
	意見数

（件）
	合計（延べ数）に

対する割合

	１．運賃について
	28
	12.7%

	２．ダイヤ・寄港地について
	90
	40.9%

	３．サービス面について
	91
	41.4%

	４．その他の意見・感想等（分類不能のものを含む）
	11
	5.0%

	合計（延べ数）
	220
	―


意見概要

（1） 運賃について（28件）

◯
運賃の値下げ（13件）

◯
車両航送料金の値下げ（9件）

◯
割引運賃の拡充（6件）

（2） ダイヤ・寄港地について（90件）

○
日帰りを可能に（20件）

○
本土側寄港地の見直し（18件）

· 七類に一本化（8件）

· 七類又は境港のどちらかに一本化（5件）

· レインボーを七類に一本化（2件）

· 境港に一本化（2件）

○
現行ダイヤより早発又は遅着に（16件）

○
増便（16件）

○
その他、ダイヤに関する意見（8件）

○
隠岐・本土間直行便、島前・島後間直行便の設定（7件）

○
夜行便の設定（3件）

○
隠岐側の寄港地の見直し（2件）
（3）  サービス面について（91件）

◯
励まし・褒詞等（19件）

○
港からの接続改善・道路整備（18件）

○
船内設備の充実・改善（17件）

○
港の整備（駐車場・ターミナル等）（12件）

○
座席種別の見直し・席割りの徹底（10件）

○
接遇や勤務態度の改善（8件）

○
情報提供の充実、乗船券の販売・決済方法の多様化（5件）

○
その他サービス面について（2件）

· 「サービス面について」が91件、「ダイヤ・寄港地について」が90件と多く、「運賃について」は28件となっている。

· 「サービス面について」の意見の内訳としては、多い順に「励まし・褒詞等」が19件、「港からの接続改善・道路整備」が18件、「船内設備の充実・改善」が17件となっている。

· 「ダイヤ・寄港地について」の意見の内訳として最も多いのは「日帰りを可能に」で20件となっており、ビジネス客等の日帰りニーズが高いことがうかがえる。2位以下は、「本土側寄港地の見直し」が18件、「現行ダイヤより早発又は遅着に」と「増便」が16件となっている。















































































地域区分


（その他近畿）


三重県、滋賀県、奈良県、和歌山県


（関東地方）


茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県


（中部地方）


新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県


（四国地方）


徳島県、香川県、愛媛県、高知県


（九州・沖縄地方）


福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県


（その他）


上記以外の道県及び国外
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